
平成１8年（２００6）3月 ��

��������	�
��

��������	��
������

���������	
���������

��������	
����������

�������

��������	
���������

���������	
���������

��������	
�����

��������	
�	�����

��������	
���������

�����������	
���

���������	
���������

���������	
���������

����������	
�������

���������	
����������

����������	
�����������������������

作品の募集について

「ひな人形」折り紙細工
山縣 貞子さん（有漢町上有漢）

「 白  雲  幽  抱  石 」書道
はく うん ゆう だく せき

西井　 晟 さん（川上町臘数）
あきら

「
春
の
花
」
竹
細
工

東　

晴
夫
さ
ん（
中
井
町
西
方
）

「猪の頭」工芸
松田 金五さん（成羽町坂本）

「
女
豹
」
カ
ッ
ト
ア
ー
ト

ロ
バ
ー
ト
井
上
さ
ん（
備
中
町
平
川
）
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夢  
一  
班 
」）。
番
所
は
正
善
寺
の
北
東
の
隅
、
す
な
わ
ち
西
の
鍜

む 

い
っ 

ぱ
ん

冶
町
へ
通
じ
る
鍵
型
に
な
っ
た
小
路
の
入
口
に
あ
り
ま
し
た

（「
松
山
城
下
屋
敷
図
」＝
市
図
書
館
）。

　

こ
の
よ
う
に
、
天
保
三
年（
一
八
三
二
）と
天
保
一
〇
年（
一

八
三
九
）の
大
火（「
増
補
版
高
梁
市
史
」）以
前
と
以
後
で
か
な

り
屋
敷
の
配
置
や
戸
数
が
変
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
の
で
す
。

　

幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
こ
の
町
に
は
寺
子
屋
や
私
塾
が
あ

っ
て
、
鎌
田 
玄  
渓 
や
荘
田 
霜  
渓 
な
ど
が
漢
学
や
習
字
な
ど
を
教

げ
ん 

け
い 

そ
う 

け
い

え
て
い
て
、
教
育
の
町
に
も
な
っ
て
い
た
の
で
す
。そ
し
て
、
明
治

一
二
年
頃
か
ら
キ
リ
ス
ト
教
の
布
教
も
活
発
に
な
り
、
同
二
二

年
に
な
っ
て
伊
賀
谷
川
に
面
し
た
柿
木
町
の
入
口
に
は
、
木
造

洋
風
の
高
梁 
基  
督 
教
会
堂
（
県
指
定
）
が
出
来
て
多
く
の
医
者

キ
リ 

ス
ト

や
学
者
を
排
出
し
て
い
ま
す
。今
で
は
「
柿
木
町
」
付
近
は
病
院

や
公
的
文
化
施
設
の
多
い
町
に
な
っ
て
い
て
道
路
の
幅
も
広
く

な
り
「
城
見
通
り
」
と
名
付
け
ら
れ
、
武
家
屋
敷
の
残
っ
て
い
た

町
筋
も
昔
の
面
影
が
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

「
柿
木
町
」
と
い
う
地
名
の
由
来
は
、
こ
の
土
地
に
植
生
す
る

植
物
名
を
そ
の
ま
ま
地
名
に
し
た
例
で
、
昭
和
の
初
め
頃
ま
で

は
武
家
屋
敷
の
庭
に
は
必
ず
柿
の
木
が
あ
っ
た
と
い
わ
れ
、
秋
に

な
る
と
柿
の
実
が
熟
れ

て
、
柿
が
目
に
付
く
町

通
り
だ
っ
た
の
で
す
。

　

柿
は
古
く
か
ら
中
国

や
日
本
で
美
果
と
さ
れ

て
い
て「
味
は
金
液（ 
橘 

た
ち
ば
な

＝
ミ
カ
ン
類
の
古
称
）よ

り
も
重
し
」（「 
字  
通 
」）

じ 

つ
う

と
い
わ
れ
、
当
時
の
武
士

の
家
の
副
食
物
に
も
な
っ

て
生
活
の
基
盤
に
直
接

か
か
わ
っ
て
い
て
大
切
に

さ
れ
た
の
で
す
。
こ
の
よ

う
な
植
物
地
名
は
全
国

各
地
に
見
ら
れ
る
の
で

す
。

（
文
・
松
前
俊
洋
さ
ん
）

十
七　

柿
木
町

　

「 
柿  
木  
町 
」は
旧
高
梁
市
街
に
あ
る
町
名
で
、北
は
伊
賀
谷
川

か
き
の 

き 

ち
ょ
う

か
ら
南
は
荒
神
町
・ 
西  
間 
之
町
ま
で
と
、東
側
は 
向  
町 
、西
側
に

に
し 

あ
い 

む
こ
う 
ち
ょ
う

は
鍜
冶
町
通
り
が
平
行
し
て
走
っ
て
い
ま
す
。「
柿
木
町
」と
い
う

町
名
は
、
近
世
松
山
城
下
の
時
代
に
下
級
武
士
が
住
む
家
中

屋
敷
町
の
一
つ
で
「
柿
木
丁
」
と
表
記
さ
れ
て
い
ま
し
た
。こ
の
城

下
町
時
代
の
町
名
が
今
も
、
そ
の
ま
ま
受
け
継
が
れ
た
町
な
の

で
す
。

　

「
柿
木
丁
」
は
江
戸
時
代
初
期
の
元
和
三
年
（
一
六
一
七
）
に

な
っ
て
池
田
長
幸
に
よ
り
取
り
立
て
ら
れ
た
町
で
、
松
山
城
下
の

ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、
町
並
み
は
「 
竪  
町 
型
」
の
町
通
り
と
な
っ

た
て 

ま
ち

て
い
ま
す
。
伊
賀
谷
川
を
隔
て
た
北
側
の
中
之
町
の
町
通
り
と

「
柿
木
町
」
の
町
通
り
は
、
見
通
し
が
利
か
な
い
よ
う
に
谷
川
を

境
に
町
筋
を
鍵
型
に
ず
ら
し
て
い
ま
す
。

　

元
禄
（
一
六
八
八
〜
一
七
〇
四
）
頃
に
は
、
長
さ
一
丁
五
五

間
、
家
数
一
九
軒
が
あ
っ
て
、
一
〇
〇
石
か
ら
三
〇
〇
石
の
武

士
や
七
人 
扶  
持 
・
一
五
人
扶
持（
一
人
扶
持
は
一
日
五
合
の
扶

ぶ 

ち

持
米
を
給
さ
れ
る
）
な
ど
の
武
士
が
住
ん
で
い
ま
し
た
（「
水
谷

史
」＝
「
御
家
内
之
記
」）。そ
の
後
、
正
徳
元
年
（
一
七
一
一
）か

ら
延
享
元
年
（
一
七
四
四
）
頃
の
石
川
氏
時
代
に
は
、
町
の
東
側

に
家
中
屋
敷
三
と 
御  
先  
手 
長
屋
、 

御  
持  
筒 
長
屋
、 

御  
旗 
長
屋

お 

さ
き 

て 

お 

も
ち 

づ
つ 

み 

は
た

が
、
西
側
に
は
家
中
屋
敷
五
と
同
心
長
屋
、
そ
し
て 
泰  
順  
寺 
と

た
い 

じ
ゅ
ん 

じ

い
う
寺
が
描
か
れ
て
い
ま
す
（「
松
山
城
下
絵
図
」
○写
 

＝
亀
山
市

図
書
館
）。

　

ま
た
同
じ
頃
の
延
享
元
年
の「
松
山
家
中
屋
敷
覚
」（
市
図
書

館
）に
は
、
柿
木
丁
一
四
軒
の
内
、
五
軒
家
中
屋
敷
、
一
棟
長
屋

一
、
番
所
、
木
戸
番
、
六
軒
の
一
棟
長
屋
、
西
側
に
明
地
が
あ
っ

た
と
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

幕
末
の
嘉
永
二
・
三
年（
一
八
四
九
・
五
〇
）頃
か
ら
安
政
初

年
（
一
八
五
四
〜
五
八
）
頃
に
は
、
道
の
東
側
一
〇
軒
、
西
側
に

は
正
善
寺
境
内
を
除
い
て
八
軒
の
侍
屋
敷
が
あ
っ
た
ら
し
く
、

一
〇
石
〜
一
〇
〇
石
取
り
の
家
臣
が
書
か
れ
て
い
ま
す
（「 
昔 

せ
き

（
敬
称
略
）

短　

歌

　

戦
場
で
友
と
共
に
戦
っ
た
若
か
り
し
頃
今
は
老
後
で
平
和
を
祈
る
の
み

 

赤
木　

久
代
（
備
中
町
西
山
）

　

銀
嶺
は
山
肌
見
せ
て
里
は
春 
白
魔
と
化
し
た
豪
雪
は
憎
む

 

梅
野　

八
郎
（
松　
　

山
）

　

春
の
雨
あ
が
り
て
明
る
き
庭
先
に 
枇  
杷 
の
つ
ぼ
み
の
白
く
光
れ
る

び 

わ

 

小
野
は
る
恵
（
原
田
南
町
）

　

あ
の
人
の
笑
顔
と
声
の
聞
き
た
く
て
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
は
待
ち
に
待
ち
行
く

 

亀
石
惠
美
子
（
川
上
町
仁
賀
）

　

新
世
紀
チ
ル
ド
レ
ン
さ
ま
手
軽
に
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
渡
す
総
理
と
れ
ぬ
よ

 

下
向　

近
雄
（
備
中
町
平
川
）

　

残
雪
の
冷
た
き
山
の
お
ち
こ
ち
に 
裸  
木 
の
樹
氷
は
懍
と
し
て
咲
く

ら 

ぎ

 

田
中　

弘
子
（
川
上
町
領
家
）

　

や
は
ら
か
き
春
の
陽
ざ
し
の
菜
園
に
軍
歌
唄
え
ば
遠
い
青
春
甦
る

 

戸
田
奈
美
子
（
川
上
町
地
頭
）

　

目
覚
む
れ
ば
ビ
ル
の
灯
火
ほ
の
ぼ
の
と
こ
こ
は
病
床
何
故
か
安
堵
す

 

西
井
百
合
子
（
横　
　

町
）

　

悪
し
き
事
激
流
に
乗
せ
自
ら
を
失
わ
ず
し
て
清
き
し
ぶ
き
に

 

原
田　

由
き
（
高
倉
町
飯
部
）

　

回
診
の
合
間
縫
ふ
か
に 
鶯 
の
谷
渡
る
ら
し
初
音
聞
ゆ
る

う
ぐ
い
す

 

平 　
  
初 
音
（
高
倉
町
田
井
）

　

窓
ご
し
に
ふ
れ
あ
い
親
子
雪
の
中
完
走
め
ざ
し
力
の
か
ぎ
り

 

森 
　

道
子
（
宇
治
町
宇
治
）

俳　

句

　

の
ど
鳴
ら
す
猫
ひ
ざ
に
置
き
日
な
た
ぼ
こ 

長
原　

茂
子
（
備
中
町
西
油
野
）

　

空
の
紺
率
い
て
下
る
流
し
び
な 

平
松　

幾
代
（
長
寿
園
内
）

　

田
の 
神
様 
お
わ
す
小
径
や
草
萌
ゆ
る 

藤
森　

末
子
（
有
漢
町
有
漢
）

か
ん
な

　

福
寿
草
目
さ
ま
せ
ば
雪
ふ
る
え
て
い
る 

結
城　

成
子
（
宇
治
町
宇
治
）

　

夕
日
映
ゆ
車
窓
ひ
ろ
が
る
瀬
戸
の
春 

横
内　
　

瞳
（
巨

瀬

町
）

川　

柳

　

荒
川
の
波
の
り
越
え
て
金
メ
ダ
ル 

横
田　

早
苗
（
備
中
町
西
山
）

紺屋川筋から見た柿木町


